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都道府県別 認定法人数
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都道府県別 認定法人割合-年間認定法人増加率

2第11回健康投資ワーキンググループ「資料２事務局説明資料（経済産業省）」2024年3月



市区町村別 認定法人数
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ACTION！セミナー開催都市
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2022年

札幌

長崎

岐阜

2023年

仙台

福岡

金沢

広島

松本

沖縄

2024年

浜松

熊本

富山

山形

大阪

①地域が持つ健康課題や要因は様々
⇒状況把握と要因分析から
地域だからできる打ち手を

②健康経営推進の外部連携/協力先も様々
⇒例）保険者、医師会、医療機関、大学
産保センター、商工会議所/商工会
地域施設、協会、金融機関、
保険会社、IT会社、ドラッグストア、
ヘルスケア企業、地域メディア

③強いブライト企業や名物社長、
そのネットワークがある
⇒セミナー登壇や事例集/WEB掲載等
波及と認知度向上のWin-Win

④整理された情報発信（チラシ/WEB ）
⇒企業との接点でニーズを把握
わかりやすく活用されやすい発信を



自治体施策から見える企業支援のしくみ
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接点（宣言対応） 情報（チラシ・WEB） コミュニティ・顕彰

始められるしくみ 向上できるしくみ 続けられるしくみ

始めたいが困っている企業
健康経営を知らない企業等へ

窓口やヒアリング
セミナーや専門家派遣など

「健康宣言」に関するWEB
保険者との連携も

健康経営に関する支援情報
セミナーやコミュニティの情報
ヘルスリテラシーUP関連情報
連携先や連携内容の情報

認定取得後のインセンティブ等
企業の目的に寄り添い
わかりやすく提供

定期的な会議体や活動の場、
輪番制での発表の場や

保険者や専門家と話せる場等
孤独にならず、互いに得るもの

があるコミュニティを

都道府県は年１の顕彰で
企業にハレの場を

外部との連携によるWin-Win
セミナー＝保険者・専門家（自治体の負荷軽減と、企業接点や機会増加）
研究会＝医療機関・企業（実証による知見や効果と、参加メリット）
発表＝メディア（より広範で注目度の高い発信、企業認知向上、メディア力）



自治体の連携・協力先

6

2024年2月 自治体調査（健康経営優良法人認定事務局）より

健康経営（健康づくり）に取り組むにあたって連携している外部機関

【n=186、複数回答可】
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都道府県の役割・市区町村の役割
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都道府県
＜経済・採用市場の活性＞

市区町村
＜伴走支援・しくみ化＞

顕彰・人気企業づくり
地域企業では、取引や採用が都道府
県内中心であることが多い
└メディア連携等による企業名掲載
└就活イベント、大学の講座や連携
で認定企業への注目を図る

└地域内の人気企業増は、人員定着
地域経済活性に

健康宣言
自治体・企業・保険者の連携強化
コラボヘルスを次のフェーズへ

ヒアリング・地元企業育成
地域企業にとって最も身近で安心し
て相談でき、支援を受けられるのが
自治体
└企業／保険者／自治体のつながり
└地元企業が孤立せずに継続して取
組み、向上できるしくみを

窓口・接点
地域伴走の第一歩、企業が健康経営
をし始めるきっかけを



健康経営推進と地域づくり
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自治体内広報 宣言事業の受付 実施企業への支援
レベルアップ

認定後メリット
（インセンティブ）

・セミナー
・広報ツール
・経営者との接点

中小企業へは国よりも、自治体
の声の方が身近で届きやすい。

保険者との接点が薄い企業には
案内がコラボヘルスへの第一歩。

支援機関/企業の紹介、様々な
情報案内など、孤立しない工夫。

認定法人向けの補助金、入札加点
など様々な優遇措置で活性化。

・労働局、協会けんぽ等との連携
・ホームページでの明示
・顕彰制度など

・健康施設、医療機関等との連携
・イベント、セミナー
・ワークショップなど

・補助金、入札加点、融資
・広報、掲載（採用面）

中小企業への健康経営推進には自治体のチカラが必要！

暮らし働くだけで、心身共に健やかになれる地域づくりへ！

健診データ連携による
実態把握・改善

医療費の低減

コラボヘルス 連携と経済活性

リテラシーUPと
行動変容

出掛けたくなるまち
自然・食の魅力UP

ヘルスケア産業
健康づくり施設の活性

自治体主導の健康経営推進が生み出す様々な効果



健康経営推進と地域づくり
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数 質
認定企業数の増加 健康経営の内容向上

経営者が経営と捉え、コミットしてもらうこと

健康宣言
横浜健康経営認証制度（横浜市）
ひろしま企業健康宣言（協会けんぽ）
健康企業宣言（健保連広島連合会）

インセンティブ
にいがた健康経営推進企業補助金
健康経営優良法人に対する優遇措置

（浜松市）
宇部市健康経営支援補助金

ガイドブック・事例集等
横浜市健康経営ハンドブック
健康経営優良法人サポートブック2024

（広島県・協会けんぽ広島支部）

取組支援
健康経営優良法人セミナー（宇部市）
健康経営セミナー・交流会（大府市）
保健師、栄養士、歯科衛生士等による
相談や、健康機器の貸出の利用

（横浜市）

企業の巻き込みヒント



自治体の認定取得
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都道府県 自治体名

北海道 苫小牧市役所

北海道 北見市役所

神奈川県 小田原市役所

神奈川県 鎌倉市役所

愛知県 小牧市役所

愛知県 大府市役所

山形県 上山市役所

群馬県 みどり市役所

長野県 駒ヶ根市役所

大阪府 枚方市役所

奈良県 田原本町役場

広島県 北広島町役場

※ホワイト500

【健康経営優良法人2024】

・少人数自治体でも可能
・トップコミットメント
（理解・方針/メッセージ・周知）

・個々の生産性向上、組織の活性化

他自治体、組織のロールモデルに
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